
【シリーズ解体】

谷口雅宣  三代目総裁  によって失わしめられたもの
　その８ ― 「神誌」という尊称を廃し、単なる雑誌へ 
　　　　　　　 ― 300万部の発行部数が 10万部に激減 !!

特別報告

令和５年５月１日正しい生長の家の御教えを護り抜くために

『
生
命
の
教
育
』

昭
和
10
年
８
月
、
生
命
主
義

に
基
づ
く
革
新
的
教
育
の
た

め
に
創
刊
さ
れ
た
。
現
在
、

新
教
育
者
連
盟
か
ら
発
行
。

（『生命の藝術』は、その後『い
のち』『行』と改題され、発行
は昭和 16 年まで続いた）

『
光
の
泉
』 

昭
和
11
年
３
月
、
初
心
者

及
び
当
時
の
情
勢
で
工
場

方
面
の
労
働
者
の
た
め
に

創
刊
さ
れ
た
。

『
理
想
世
界
』

昭
和
22
年
９
月
、
戦
後
の

不
安
に
悩
む
青
年
の
た
め

に
『
生
長
す
る
青
年
』
と

し
て
創
刊
さ
れ
、
そ
の
後

『
生
長
』
へ
の
改
題
を
経
て
、

昭
和
30
年
９
月
『
理
想
世

界
』
と
な
っ
た
。

〝
す
べ
て
の
人
を
救
い
た
い
〟
と
の

　   

尊
師
の
御
愛
と
工
夫
に

　
　   

　
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
「
神
誌
」

　

昭
和
５
年
、
尊
師
谷
口
雅
春
先
生
に
よ
っ
て
『
生

長
の
家
』
誌
が
創
刊
さ
れ
る
と
、
読
む
だ
け
で
病
気

が
消
え
る
な
ど
の
奇
蹟
的
な
体
験
が
数
多
く
生
ま
れ

た
こ
と
か
ら
、〝
こ
れ
は
単
な
る
精
神
修
養
の
雑
誌

で
は
な
い
〟
と
い
う
こ
と
で
、誌
友
の
間
で
〝
神
誌
〟

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（『
生
長
の
家
四
十

年
史
』
１
４
５
頁

）

　

谷
口
雅
春
先
生
は
、〝
す
べ
て
の
人
を
救
い
た
い
〟

と
の
願
い
か
ら
、
さ
ら
に
工
夫
を
重
ね
ら
れ
、
昭
和

40
年
、
読
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
形
で
『
生
長
の

家
』『
白
鳩
』『
光
の
泉
』『
精
神
科
学
』『
理
想
世
界
』

『
理
想
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
版
』
の
「
６
神
誌
体
制
」
を

構
築
さ
れ
ま
し
た
。

 　

尊
師
の
御
愛
あ
ふ
れ
る
「
神
誌
」
の
発
行
部
数

は
約
３
０
０
万
部
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
「
神
誌
」
に

よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
救
わ
れ
、
生
長
の
家
の
御
教

え
は
、
燎り

ょ
う
げ
ん原

の
火
の
如
く
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
神
誌
」
の
神
聖
性
を
否
定
し
、

単
な
る
雑
誌
へ
と
改
変
し
た
谷
口
雅
宣
氏

　

と
こ
ろ
が
平
成
元
年
、
谷
口
雅
宣
氏
は
「
両
軸
体

制
」
の
名
の
下
に
、「
神
誌
」
の
神
聖
性
を
否
定
し

た
う
え
、
普
及
誌
・
機
関
誌
と
い
う
単
な
る
雑
誌
に

切
り
替
え
て
、「
６
神
誌
体
制
」
を
破
壊
。
さ
ら
に

平
成
22
年
の
改
変
に
よ
り
、〝
す
べ
て
の
人
を
救
い

た
い
〟
と
の
尊
師
の
願
い
は
完
全
に
消
し
去
ら
れ
た

の
で
す
。

　
「
神
誌
」
と
い
う
誇
り
を
捨
て
、
単
な
る
雑
誌
に

堕だ

し
た
「
普
及
誌
」「
機
関
誌
」
は
、
当
然
の
如
く

救
う
力
を
失
い
、
そ
の
発
行
部
数
は
か
つ
て
の
約

３
０
０
万
部
か
ら
、
今
日
、「
普
及
誌
」
１
０
万
部
、

「
機
関
誌
」
２
万
９
千
部
へ
と
激
減
し
た
の
で
す
。

⬅

『
生
長
の
家
』

昭
和
５
年
３
月
、『
生
長
の
家
』
誌
の

創
刊
を
も
っ
て
生
長
の
家
は
立
教
と

な
っ
た
。

「
神
誌
」
創
刊
の
歩
み

『
理
想
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
版
』

昭
和
40
年
５
月
、『
理
想
世
界
』

の
姉
妹
誌
と
し
て
、
中
・
高
生

用
に
創
刊
さ
れ
た
。

『
精
神
科
学
』

昭
和
22
年
３
月
、
精
神
科

学
の
研
究
誌
と
し
て
徳
久

克
己
氏
に
よ
り
個
人
創
刊

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
。

『
生
命
の
藝
術
』

昭
和
８
年
８
月
、
生
長
の
家
の
創
造
的

な
芸
術
運
動
の
た
め
に
創
刊
さ
れ
た
。

『
白
鳩
』

昭
和
11
年
３
月
、
同
年
２
月
に
結
成
さ
れ

た
白
鳩
会
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。

⬅



このようにして、すべての人を救うことを目指した
「６神誌体制」は確立し、300万部の発行を誇った !!

『
生
長
の
家
』

生
長
の
家
の
深
い
真
理

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

『
精
神
科
学
』

〝
人
間
の
心
〟
や
〝
繁
栄
〟

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

人
に
向
け
た
月
刊
誌
。

『
理
想
世
界

　

  

ジ
ュ
ニ
ア
版
』

中
学
生
・
高
校
生
向
け

の
月
刊
誌
。

『
理
想
世
界
』

青
少
年
向
け
の
月
刊
誌
。

『
光
の
泉
』

初
心
者
の
為
に
真
理
が

や
さ
し
く
説
か
れ
て
い

た
。

『
白
鳩
』

女
性
向
け
の
月
刊
誌
。

平成 22 年 4 月、第二次改変
　更に３普及誌・１機関誌体制に
切り替えられ、『光の泉』『理想世界』

『理想世界ジュニア版』が消滅した。

⬇

平成元年 4 月、第一次改変
　６神誌体制が、４普及誌・３機関
誌体制に切り替えられ、『生長の家』

『精神科学』が消滅した。

現在の「機関誌」
　『生長の家』は誌名とし
ては復活したが、組織会員
限定であり、教えをひろめ
るための雑誌ではない。

現在の「普及誌」

⬇

組織会員限定の「機関誌」

　「神誌」の時代は、谷口雅春先生のご文章にあふ
れていたが、改変後の「普及誌」からは谷口雅春
先生のご文章・お写真がほぼ消えた。
　「両軸体制」の真の意図は、谷口雅春先生を信徒
から遠ざけ、隠

いんぺい

蔽することにあったのである。

〔
　「新人向け」の普及誌を卵の白身、「会員向け」
の機関誌を卵の黄身に例え、普及誌で生長の家に
ふれた新人を会員にするという稚

ち
拙
せつ

な「両軸体制」
の方針により、普及誌の購読者、購読部数、組織
会員は激減した。

　かろうじて『白鳩』の名前だけは誌名として残っ
たが、神聖性のない単なる雑誌となっている。

新人向けを名目とした「普及誌」

谷口雅宣３代目総裁による６神誌体制の否定

〕 〕〔


